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熊本大学では「熊本復興支援プロジェクト」の一環として，熊本地震で最も被害が集中した益城町にサ

テライトラボ「熊本大学ましきラボ」を設置し運営している．その「ましきラボ」は益城町の秋津川自然

公園内に設置されており，住民が気軽に立ち寄り教員や学生と意見交換するオープンラボや，そこで得ら

れた住民の意見を活かしたイベント等を行っている．大学が主体となり設立され，被災した益城町を拠点

とし活動している「ましきラボ」を対象として，その設立まで経緯を整理し活動状況をまとめる．そして

「ましきラボ」の特徴や抱える課題について考察し，今後の類似する活動に対する一示唆とした． 
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１．はじめに 

 

(1)背景 

平成28(2016)年4月14日及び16日に熊本を震源として発

生した平成28年熊本地震では最大震度7を二度も観測し，

人身並びに家屋等に壊滅的な被害を与えた． 

その被害を受け，被災地は復旧作業や復興への取り組

みを始めることとなる．その中でも復興まちづくりを進

めていくにあたり，住民の声をできるだけ多く取り入れ

ていくことは重要であり，意見交換の場や機会を持つこ

とは必要である．その例として，地震の被害が特に大き

かった熊本県益城町では，地震発生後に益城町が策定す

る復興計画1)，2)，3)に関する意見を聞くための住民意見交

換会などが行われた．しかしながら，意見交換会だけで

は時間に制限があるため，限られた数の意見のやり取り

しか行われず，行政が住民の声を十分にすくいあげるこ

とが出来ているとは言い難い状況であった． 

そこで熊本大学は同年6月14日に「熊本復興支援プロ

ジェクト」を立ち上げ，その中の取り組みの一つとして

地域の将来像を描く支援を行う『熊本大学ましきラボ』

(以下，ラボ)を位置づけた．また，町が7月6日に策定し

た「復興計画方針」，さらには12月22日に策定された

「復興計画」においても，行政と住民を繋ぐ役割として

ラボが位置づけられている．そして10月19日に開所式が

行われ行政，住民また大学が繋がれる場が設けられた． 

 

(2)本稿の位置づけと目的 

 まちづくり活動に着目した研究として，具体的な拠点

を持って取り組んでいる事例を対象とした研究や大学が

現場で拠点をつくって行うまちづくり活動を対象とした

研究がある．浜田ら 4)は平常時における，住民が主体と

なるコミュニティ・カフェの地域活動の役割とそのメカ

ニズムを明らかにした．ある主題に対して，関心を持つ

人々が集まり活動を行うカフェは，テーマ性を有してい

ることから，情報発信の場としての役割を担い，地域活

動の拠点として機能したと論じている．さらに出村 5)は

平常時における，大学主体で行う市街地活性化のための

「ラボづくり」について，人的ネットワークの視点から

述べている．中心市街地の活性策において焦点を当てる

べきは，何かを共同で作ることの出来るプロセスとそれ

を起こす「場」であるとし，これらは地方都市の中心市

街地の活性化を考える際，見逃してはならない事項の一

つであることを指摘した．以上の論文においても平常時

における地域活動の拠点に関する議論や中心市街地の活

性を目的とした拠点に関する研究はされているが，災害

時における活動拠点の議論はされていない．一方，震災

復興における拠点を持ったまちづくり活動を対象とした

研究として，大宮ら 6)の岩手県陸前高田市に設置されて

いる「りくカフェ」に関する研究が挙げられる．発災か

らプロジェクトが始動し，実際に設置されるまでの経緯
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と，その後の運営状況と利用者を分析しまとめている．

「りくカフェ」は発災後行った聞き取り調査において，

気軽に人々が集える場を求める意見が住民から寄せられ

たことで設立された経緯がある．一方ラボは，益城町役

場からの要請があり，熊本大学全体のプロジェクトの一

環で設立された経緯がある．この経緯は，早急に支援体

制を整える点ではより有効的であると考える． 

以上より，行政と大学が主体となり設立され，被災し

た益城町を拠点とし活動しているラボを対象として，そ

の設立まで経緯を整理し，活動状況をまとめることで，

今後の類似する震災に伴った活動に対して一示唆を与え

ることができると考える． 

なお，本稿の対象期間は地震が発生した平成 28年 4

月 14日から平成 29年 7月 29日の活動までとし，全ての

活動を表-5(巻末)にまとめる．また，発災から熊本復興

支援プロジェクトが設置されるまでの期間を「初動期」，

設置後からラボが開所する前までの期間を「設立期」，

開所後からの期間を「運営期」とする．論文の構成とし

て初動期と設立期については第 2章にて，運営期につい

ては第 3章にて記述する． 

 

(3)「ましきラボ」の概要 

 本研究の対象であるラボは，熊本県益城町の秋津川河

川公園内に設置されており7)
 (図-1)，名称や住所等の基

礎情報は表-1に示す通りである． 

なお，ラボにおける筆者らの役割について松田は，運

営期より学生コアメンバーとして関わっており，教員と

ともに運営会議などにも参加している．また星野，円山

はラボの初動期より関わっており，現在も幹事として活

動を続けている． 

 

 

２.「ましきラボ」の設立経緯 

 

 (1) 熊本大学と益城町との関わり 

熊本地震の発災後，甚大な被害を受けた益城町へ多く

の大学関係者が調査に入った．東京大学大学院工学系研

究科教授兼熊本大学客員教授である羽藤教授もその一人

であり，前震直後の 4月 15日から 6月 6日までの間に，

5回にわたり益城町を訪問し，調査を行った．その調査

結果を踏まえた益城町の復興計画案を作成し，熊本大学

に対して復興に向けた活動をするための研究体を創るこ

とを助言した．また熊本大学の円山は 5月 3日より益城

町避難所対策チームへ入り，その後設立された益城町役

場復興課とも協力し，早期から益城町と深く関わってい

た．これにより復興課から熊本大学へラボ設置の要請文

書が送られ，正式に熊本大学と益城町が連携して復興の

支援を進めていくこととなった．このように熊本大学は

地元の総合大学として，特に被害が甚大であった益城町

と深く関わっていくことで，早期復興のための第一歩を

踏み出すことが可能となった． 

 

(2)設立までの体制 

熊本大学では 6月 14日に産官学の総力を結集し，熊

本復興を早期実現することを目的に，「熊本復興支援プ

ロジェクト」8)を始動させた．地域の声をもとに，研究

者の発意による復興プロジェクトを再編集し，原田学長

を総括リーダーとし，松本理事・副学長と柿本教授を副

総括リーダーとして復興プロジェクトチームを結成した．

このチームには全部で 8つのプロジェクトがあり，国・

県・市町村，国内外の大学・研究機関，経済団体等と連

携・協力して復興を推進していくことが考えられている．

各プロジェクトの分野として，水環境，阿蘇自然災害，

被災文化財，産業復興，地域医療支援，ボランティア活

動支援，プロジェクト技術支援，震災復興デザインなど

が挙げられている．これらの中で，復興の現場で熊本大

学の専門家が住民と対話しながら，地域の将来像を描く

支援を行っていくことを主旨とした「震災復興デザイン

プロジェクト」の活動の一環として，ラボが設置される

ことが決まった．しかしその過程において，有用性や実

現性，実効性などに関して様々な議論が生じた．これに

関して，ラボ設置を推進する柿本教授や円山，星野の働

きかけや，工学部長である宇佐川教授や尾原副部長など

の協力により，ラボ設立に向けた動きが進められた．そ

図-1 『ましきラボ』の位置 

名称 熊本大学ましきラボ
住所 熊本県上益城郡益城町大字寺迫44-3地先
敷地面積 331.47
建築面積 29.52
建蔽率 8.91
延べ面積 29.52

  

  

  

%

表-1 『ましきラボ』基礎情報 
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の際に重要な素因となったのが，ラボ設立を勧める教員

らが，多様な専門性を有しつつ，まちづくりに関して十

分な実績があったことである．教員の実績は，ラボを設

置し運営することで，プロジェクトの内容に沿った効果

や実績を期待できることへの確証となった．また，多様

な専門性に関しては，ラボ設立後の運営においても重要

な役割を果たしており，3章で後述するラボの活動実績

の通りである．これらの過程を経て，ようやくラボは復

興支援プロジェクト(図-2)の中で，持続可能なコミュニ

ティを創出・支援する場として位置づけられた(図-3)．

早く復興を実現したい行政と，想いや希望を伝えたい住

民の間に入り，潤滑剤のような役割を果たすことで，集

いの場の創出や，復興計画の立案・実施を図っていくこ

とが期待されている (図-4)． 

 

(3)設立までの動き 

次に表-5 の年表に沿ってラボ設立までの様々な動き

について述べる． 

a) 大学のラボ関係者の動き 

震災復興デザインプロジェクトでは柿本教授(都市計

画)をリーダーとし，星野 (景観デザイン)，円山 (交通計

画)，田中智之准教授(建築設計)，田中尚人准教授(まち

づくり) が中心となり議論を重ねた．6月20日には田中智

之准教授よりラボの平面イメージとスケッチが共有され，

これを基に同月30日には大学へ予算案が提出された(通

し番号21)．その後，ラボの用地視察及び検討が行われ，

8月30日にはラボ本体であるコンテナが発注された．用

地の詳細については4章2節にて述べる．9月6日には復興

図-2 熊本復興支援プロジェクトの特徴 

図-4 『ましきラボ』，住民，行政の 

関係性 

図-3 熊本復興支援プロジェクト内の『ましきラボ』の位置づけ 
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支援プロジェクトの進捗報告会にて，ラボのこれまでの

動きを学長及び理事に報告した．また同月9日にはラボ

を設置することへの確認済証が出され，同月15日には益

城町より公園施設使用許可が下りた．そして，崇城大学

の飯田准教授に依頼していたラボのロゴが熊本大学の教

員らとの議論の末，10月2日に決定し，同月7日には発注

していたコンテナが現在の場所に設置された．開所式を

同月19日に控え，同月14日及び15日はプレオープンイベ

ントとして，ウッドデッキやステップのペンキ塗り，周

辺の草刈り等の準備を行った．同月18日にはラボを使用

することへの検査済証が通り，無事開所式へ向けた準備

を終えることが出来た． 

b)設立費用 

ラボ設置の費用に関しては，大学外からの補助金で設

置するのではなく，大学内で費用を捻出することが重要

だと考えられた．その理由として，地元の大学として，

被災地に入り主体的に関わっていくことを明確に示すべ

きという意見が強かったからである．  

そうした議論もされた一方で，復興支援を希望する企

業も出てきた．株式会社グレイスが熊本地震の発生を受

けて，義援金の寄付を行うと同時に被災地支援プロジェ

クトを開始した．支援先の検討の結果，熊本大学が復興

支援プロジェクトを行っていることを受け支援すること

を決めた．震災復興デザインプロジェクトのうち，ラボ

への寄付を行っていきたいという意向があり，大学と打

ち合わせた結果，ラボの今後の活動に対し支援を続けて

いくことが決まった． 

c)「ましきラボ」の設計 

 ラボ設置までのプロセスについてや設計に関する諸

情報や問題についてラボの設計者の田中智之准教授平成

29年1月26日の17:00~18:30にヒアリングを行った．   

ラボ設計の最初の動きとして，平成28年6月6日に星野，

円山，田中准教授で，事前にいくつか挙がっていた候補

地へ視察に行った．その中でも秋津川河川公園(以下，

河川公園)は，有力候補とされている場所であった．地

震が起きる以前から益城町における住民活動の中心的な

場であり，自然に触れ合いリフレッシュすることができ

るような場と言える． 

以上のことを踏まえ具体的に設計を進めるにあたり，

河川公園の敷地図を基に検討を始めた．その際に，コン

テナを使用した他事例の資料を星野より受け取り，設計

の参考にした． 

コンテナを使用した理由について，工期の短縮，コス

トの削減，移転を可能にすることが挙げられる．現在あ

るラボはあくまで仮設であり，今後移転する可能性もあ

ることを考慮した上での設計がなされた．ラボはコンテ

ナを2個使用し，それらをL字型に配置しているが，こ

の形を採ったのは幾つか理由がある．先ず横に並べた場

合，先に述べたコンテナを使用した他事例と類似した空

間となってしまうことから異なる配置にしたいというこ

とであった．さらに，L字型に置くことでコンテナ同士

の間にできる空間をウッドデッキ等で繋げることにより，

少しでも利用者に広いと感じさせるという狙いがあった．

また，田中智之准教授が視察のため河川公園へ出向いた

際に，秋津川沿いの桜並木が目に留まったと言う．その

桜並木を見て，設計の際にはコンテナ同士を繋ぐウッド

デッキの空間が，中庭のようになり，さらには舞台でも

あり客席でもあるものにするという意図が込められた． 

また，河川公園にラボを設置することへの許可は， 2

年間を期限としたが，設計の際には2年間以上の使用を

見越し，5年間は使用できるようなつくりとなっている． 

 

 

３.「ましきラボ」の運営実態 

 

(1)これまでの活動実績 

 ラボの主な活動として「オープンラボ」，「ミニ勉強

会」，「まちづくり」，「イベント」の 4つが挙げられ

る．以下にそれぞれの活動の目的や概要を記述する． 

a)オープンラボ 

ラボは 10月 19日に西村町長，原田学長などを迎え開

所式を行った．開所式後，ラボ運営のためのたたき台を

踏まえた活動を行った．住民意見交換会で収集できなか

った意見や対応できなかった意見を拾い上げるための活

動として，ラボでは 10月 22日より毎週土曜日の

14:00~17:00にオープンラボを行うことを決めた．オープ

ンラボでは教員と学生がそれぞれ 2，3名ずつラボで待

機し，来所者から様々な意見を聞き，議事録にして管理

している(写真-1)．本研究が対象としている 10月 14日

から 12月 31日の期間に 36回のオープンラボが開催さ

れ，延べ 312人が来所した(来所者から聞くことが出来

た意見に関しては 3章 2節にて述べる)． 図-5 『ましきラボ』イメージパース 

(田中智之准教授筆) 
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b)ミニ勉強会 

住民意見交換会で出された意見の一つである「勉強会

を開催して欲しい」に対して応えるためにミニ勉強会を

開催している．第一回目は 12月 3日に「赤井火山と布

田川断層のひみつ」と題して，熊本大学理学部の長谷中

教授に講演いただき，20名に来所いただいた(写真-2)．

第二回目は 1月 22日に「益城町復興計画の勉強会」と

題して，柿本教授に講演いただいき，6名に来所いただ

いた．第三回目は 2月 26日に「卒業研究発表会」と題

して筆者も含め，益城町に関わる卒業研究を行った学生

による発表会を行い，7名に来所いただいた． 

この活動の効果として，断層や復興計画など直接復興

に関係する内容であったため話題性があり，ミニ勉強会

をきっかけにラボを知ってもらうことができたといえる．  

c)まちづくり 

ラボでは益城町にある福田地区におけるまちづくりに

も関わっている．そのきっかけはオープンラボに来所し

た住民のH氏からの相談であった． H氏が住んでいる

福田地区を含む周辺地区は市街化調整区域であり，発災

以前から益城町の中でも発展において取り残されており，

今回の復興計画 2)，3)でも同じようなことが起こるのでは

ないかという不安から訪ねてきたと言う．さらに福田地

区は周辺の地区に比べ，特にアクセスが悪かったことも

あり過疎化が進んでいたため，若者が少なく高齢者が多

い，活気が少ない地区となっているそうだ． 

そこでH氏は，地震が来た今だからこそ，住民みん

なで力を合わせてまちづくりをしたいと思っているが，

どうしたらいいのか分からないためラボに相談に来た．

役場にも足を運びまちづくりのためのチームを立ち上げ

る際に，役場の職員にメンバーとして入ってもらうよう

要請したそうだが，役場としてもまちづくりは住民主体

で行ってもらいたいという意向があったため，ラボを紹

介するに止まった．以上の経緯を踏まえ，ラボで福田地

区のまちづくりに関わっていくことになり，この翌週か

ら福田地区の現状，将来像，やりたいことなど，具体的

な議論を進めた．そこで今後まちづくりを進めるにあた

り，住民の中から中心となって活動するコアメンバーを

集めることが必要となった．メンバーを集めるためには，

先ずまちづくりに興味を持ってもらい，さらに自分の住

む地域の魅力に気づいてもらうことが重要である．そこ

で活動のキックオフとして， 12月 24日に第一回まち歩

きを開催した．実施することになった．H氏と星野，学

生コアメンバーで事前に福田地区へ行き，現在の様子や

被害状況，魅力となり得る場所などを視察した．この視

察を踏まえ，何を目的としたまち歩きにするのかという

点について，当日のまち歩きを担当する田中尚人准教授

とともに熟考し，当日のルートについても議論を重ねた．

まち歩き当日は住民，役場，熊本大学から計 29名が集

まり， 班に分かれて 2時間程度のまち歩きを行った(写

真-3)．まち歩き終了後は公民館へ戻り，振り返りを行

い，対象地区の白地図に歩いてみて気が付いたこと，知

ることが出来た情報などを班ごとで書き込んでもらい，

情報共有を図った．最後には，振り返りシートの記入を

お願いし，今後の福田地区まちづくりのための意見を収

集した． さらに蛍鑑賞ができる時期にもう一度まち歩

きをしたいというニーズが出てきたため，5月 22日に

第二回まち歩きを実施した．当日は住民，役場，熊本大

学から計 47名が集まり，前回同様，班に分かれて 2時

間程度のまち歩きを行った．まち歩き終了後は地元の食

写真-1 オープンラボの様子 

写真-2 ミニ勉強会の様子 

写真-3 まち歩きの様子 
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材を用いて作った夕食を食べ(写真-4)，蛍観賞を行った

後，振り返りを行った． 

このようにまち歩きを実際に行い，住民の反応を見て

みると，今後も福田地区のまちづくりに参加していきた

いという意向が強いと感じられた．ラボとしても来所し

た住民の意見を基に行った最初のイベントであり，長期

的に関わっていく活動の一つとなることを考慮し，まち

づくり実現のために役場へ働きかけを行っていくことを

考えている． 

d)イベント 

上記の他にもラボでは月に一度，様々なイベントを開

催している．イベントにも大きく分けて2種類に分けら

れ，他企業や他団体と共催で行った共同イベントと，ラ

ボ単独の自主イベントがある．先ずは共同イベントにつ

いて記述する． 

一つ目として，ソラシドエアからの依頼で12月25日に

クリスマスイベントを行った．ソラシドエアからは制服

試着や航空教室，機内スープの配布など，熊本大学から

はスーパーボール掬いやバルーンアート，綿菓子の配布

や松ぼっくりで作るクリスマスツリーが企画された．こ

れにはおよそ100名の参加が見られた(写真-5)． 二つ目と

して，4月1日と2日の11:00~17:00に益城復興さくら祭りと

称し花見イベントを行った．上記のクリスマスイベント

は企業と合同で行ったが，このさくら祭りは地域住民或

いは地元団体と行おうと考え，いち早く復興屋台を立ち

上げた「まちづくり益城」と合同で行った．イベント当

日は2日間で2000名以上もの来客があり，ステージや物

産展，子供向けのイベントブースなど様々な催し物を提

供した(写真-6)．その中でましきラボではオープンラボ

の延長として，「ましき想い出地図作り」を行った．こ

れは，これから実行される復興計画に対し，残してもら

いたい場所や地震以前の思い出などを付箋に記し，場所

が分かるように白地図に貼ることで，参加者全員で一つ

の地図を作るイベントである．参加者から多くの思い出

が集まった地図は，今後もラボに置いておくことを予定

している． 

 次に自主イベントについて記述する．一つ目に6月25

日に益城町の町花である梅をテーマにしたイベントを行

った．益城町福田地区で採れた梅の実を使用し，梅シロ

ップと梅醤油を作り，瓶には来所者に思い思いの装飾を

施してもらった(写真-7)．また，今回使用したおよそ

20kgの梅は，前項で述べた福田地区まちづくりでも関わ

っているH氏の提供である．イベントには親子連れが多

く見られ20名が参加し，梅の思い出などを学生らと語り

ながらシロップと醤油作りを行っていた． 二つ目とし

て，ラボにかける屋根を住民と学生で作るイベントを7

月29日に開催した．このイベントは住民と共同でラボの

一部である屋根を作ることにより，ラボがより地域に根

差したもの，地域のものになることを目的として開催さ

れた．当日は11名が来所し，色付けした光を透過する寒

写真-4 まち歩き終了後の夕食の様子 
写真-5 クリスマスイベントの様子 

写真-6 さくら祭りの様子 

写真-7 梅イベントの様子 
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冷紗を様々な形に切り抜き，土台の白いネットに貼り付

けてもらった(写真-8)．ラボを使用していない時は風対

策として屋根を折り畳めるようにしており，周辺への安

全対策も講じている． 

 

(2) 来所者属性と来所者意見分析 

オープンラボの際に行っている来所者の記帳と，議事

録にまとめている意見を基に，来所者属性と来所者意見

の特徴をまとめていく． 

a)来所者属性 

まず来所者属性について述べる．平成28年10月22日か

ら平成29年7月29日にかけてのオープンラボへの来所者

の延べ人数は312名であり(図-6)，複数回の来所者を除い

た実質人数は237名である．まずオープンラボの来所者

における属性について，一般市民が6割以上を占めてい

る状況にある．また様々な属性の人々が協働，視察など

多様な目的を持って来所していることも分かる(図-7)．

次に来所者の地域について，図-8より様々な地域から来

所していることは評価されるが，町内がおよそ半数とい

うのはやや少ないともいえる．また，町内よりの来所者

には複数回来ている住民も多く，中にはおよそ20回来

所している住民もいる． 

  

b)来所者意見分析 

 次にオープンラボで得られた来所者の意見について述

べる．得られた意見数は全部で991個あり，それらをカ

テゴリーごとに分類した．分類にあたってはヒアリング

内容から15のカテゴリーを抽出し，得られた意見がどの

カテゴリーに相当するのか，ラベル付けを行った．カテ
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図-6 オープンラボごとの来所者数 

図-7 来所者属性 
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写真-8 イベントでかけられたヤネ 

表-2 カテゴリーごとの概要一覧 

分類 概要
ましきラボ ラボとはどういう場所か，ラボにやってもらいたいことについて
地震 地震のメカニズムについて
地盤・水害 益城町に実際に起こった被害について　
復興計画 復興計画に対する意見・要望について
道路拡幅 復興計画のなかでも特に道路拡幅についての意見について
まちづくり 復興計画のなかでも特にまちづくりについての意見について
福田地区 まちづくりのなかでも福田地区で行っているものについて
文化・記録 歴史的建造物や震災遺構，震災記録のやり方について
仮設住宅での生活 仮設住宅での暮らしについて
自宅再建 自宅再建に対する意見・不安について
将来 復興計画や自宅再建などの自身や町の将来について
被災体験 熊本地震の被災体験について
ボランティア 益城町に来るボランティアに対する意見について
嬉しかったこと 良かったとおもうことやありがたかったと思うことにてついて
辛かったこと 不安・心配などについて

図-9 カテゴリーごとの意見数 
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ゴリーごとの概要一覧(表-2)と意見数(図-9)についてまと

めたものを以下に示す．  

 まず，ましきラボのカテゴリーにおいては，そもそも

ラボとはどういう場所であるのかや，ラボに対する要望

といった意見を得られた．次に地震，地盤・水害のカテ

ゴリーにおいては，地震のメカニズムや被害状況につい

て学術的な内容の意見が多かった．また復興計画のカテ

ゴリーにおいては，道路拡幅，まちづくりなども含めた

意見が得られ，計画に関する意見や町に対する要望など

も寄せられた．そして，嬉しかったことや辛かったこと

のカテゴリーにおいては，ありがたかったと感じたこと

などの前抜きな意見がある一方で，不安・心配事などの

日頃感じていることについての意見も得られた．これは

役場主催の住民意見交換会では出なかった，学術的な内

容に関する意見やまちづくりについての具体的な意見，

またふと感じた不安や感謝についての意見も得ることが

出来ているといえる．  

こうした意見を得ることが出来たのは，来所者にとっ

てラボは相談相手であり，勉強相手でもあるような役割

を果たすことが出来ているからであると考える． 

 

 (3)運営体制 

実際に運営が始まって以後の体制について述べる．運

営は益城町復興計画策定委員会のメンバー(表-3)でもあ

る教員(表-4)と，筆者も含めた数名の学生で行っている.

このメンバーで月に一度運営会議を実施し，その月の活

動報告や実際に運営することで発生した課題などを話し

合い，情報共有を図っている(図-6)． また，4月から幹部

教員の研究室から学生を1名ずつ選出し，学生コアメン

バーを立ち上げた．週に一度定例会を実施し，オープン

ラボで得られた意見分析を行ったり，学生主体で出来る

ラボにおける企画などについて議論を重ねている．定例

会で行われた議論の内容は運営会議でも話し，教員と学

生間での情報共有も行うようにしている． 

 

 

４.運営における課題 

 

(1)運営における課題 

a)組織としての課題 

 まず一つ目はラボに常駐できる教員または学生などの

スタッフがいないため，特定の時間のみの開所となって

いることが課題として挙げられる．現在，週に一度で且

つ3時間という決められた時間に，ラボまで来ることが

可能な人にしか来所してもらえていない．本来であれば

常駐スタッフがおり，いつでも気軽に来ることができる

ような仕組みを整えていることが望ましいが，これに対

応できるスタッフがいないのが現状である． 

b)ましきラボの目標についての課題 

二つ目としてはましきラボの目標が抽象的で，具体的

なものではないため，メンバーの個別での活動が上手く

組織化されていないことが課題として挙げられる．より

よい復興まちづくりを支援していくという大きな目標は

共有しているが，具体的な数値目標などの目標設定がで

きておらず，ラボの組織化が図れない要因となっている． 

c)ましきラボにおける学生の主体性についての課題 

 三つ目としてはラボの活動において必要な動力となっ

ている学生にとって，より主体的になって活動できるよ

うな場にラボがなりきれていないという課題が挙げられ

氏名 属性 専門 役職
柿本竜治 教授 都市計画，防災・減災 代表
星野裕司 准教授 景観デザイン 幹事
田中智之 准教授 建築計画・建築設計 幹事
田中尚人 准教授 歴史・風景・まちづくり 幹事
円山琢也 准教授 都市計画・交通計画 幹事
竹内裕希子 准教授 地域防災，防災教育 幹事
鳥井真之 特任准教授 地質学
藤見俊夫 准教授 災害リスクマネジメント
葛西昭　 准教授 構造デザイン
皆川朋子 准教授 環境生態学，河川生態工学
安部美和 特任助教 復興政策
増山晃太 学術研究員 景観デザイン
佐藤嘉洋 技術補佐員 都市計画・交通計画
吉海雄太 学生 学生コアメンバー
山下大貴 学生 学生コアメンバー
松田楓 学生 学生コアメンバー

表-4 ラボメンバー一覧 

図-6 ラボ運営体制図 

年度 部会名 氏名 備考
柿本竜治 委員
鳥井真之 委員

くらし復興専門部会 田中尚人 委員
柿本竜治 部会長
星野裕司 委員
田中智之 委員
円山琢也 委員
田中智之 委員
円山琢也 委員
柿本竜治 委員
星野裕司 委員
竹内裕希子 委員
田中尚人 委員
円山琢也 委員
鳥井真之 委員

益城町復興計画策定委員会

復興まちづくり専門部会

災害公営住宅検討委員会

熊本地震記憶の継承検討推進委員会
平成29年度

平成28年度

表-3 ましきラボ教員の町主催委員会参加状況 
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る．3章3節でも述べたように4月から学生コアメンバー

も立ち上げ，昨年度よりも学生が主体となって活動がで

きるような体制が整えられたが，その効果や価値がなか

なか発揮できていないのが現状である．ラボと言う場は

大学にとっては重要な教育の場でもあり，例えば学生で

イベントを企画し開催するなど，より主体的な活動が行

われるようになることもラボの一つの役割ともいえる． 

 

 

５．おわりに 

 

 以上を踏まえ，今後の類似する震災に伴った活動への

一示唆として幾つか述べる．まず，震災復興という観点

において早期の始動が重要となってくることがいえる．

ラボが発災から半年でサテライトラボを設置することが

できた一つの要因に，役場との連携が上手く取れていた

ことが挙げられる．役場と教員の間で信頼関係を築くこ

とができていたため，その後も町主催の委員会のメンバ

ーとなり，復興に対して具体的に貢献することも可能と

なっている．このように様々な場面においてそれぞれ活

動ができる一方で，個別での活動が上手く組織化されに

くいという課題も存在する．先に述べたように復興まち

づくりに関わるにおいて，具体的な目標設定をすること

が困難であるといえる．そこで，ラボで行っているオー

プンラボのように，開所当初から定期的にかつ現在も継

続して行っている活動があることは，復興まちづくりに

おいて重要な点であるといえる．継続することで，ラボ

の基盤づくりができ，抽象的であるかもしれないが，目

標をメンバー内で共有することができる．また，ラボの

存在を知ってもらう機会を増やすこともでき，意見収集

という点において，時間による変遷を捉えることもでき

る．これは，ラボが存在する価値となり得るのではない

かと考える． 

現在ラボが開所して一年が経とうとしている．開所当

初は，何から始めて何をしたら良いのか手探りで活動し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

てきたが，多くの人に来所していただき，県内のみなら

ず県外の大学や団体とも関わりを持つことができている．

これは被災地の現状を知ってもらい，時間とともに薄れ

ていく震災の記憶の風化を，少しでも防ぐ役割を担うこ

とができているといえる．しかしながら前章で述べたよ

うに課題も多く抱えていることも事実である．それらの

課題を少しでも減らすことができるように，教員や学生

で議論を重ねながら活動を続けていくことで，益城町の

復興まちづくりの一助となれることを願っている． 

 

謝辞：「ましきラボ」を運営するにあたり，熊本復興支

援の熊本大学関係者の方々，先生方，益城町役場復興課

の方々には大変お世話になりました．厚く謝意を表し，

謝辞といたします．  
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内 容

熊 本 地 震 前 震 発 生

羽 藤 教 授 益 城 訪 問

熊 本 地 震 本 震 発 生

羽 藤 教 授 益 城 訪 問

円 山 准 教 授 避 難 所 対 策 チ ー ム へ

羽 藤 教 授 益 城 訪 問

羽 藤 教 授 益 城 訪 問

ま し き ラ ボ 用 地 候 補

益 城 町 役 場 復 興 課 設 立

ま し き ラ ボ 設 置 要 請 文 書

羽 藤 教 授 益 城 訪 問

ま し き ラ ボ 候 補 地 視 察

復 興 支 援 プ ロ ジ ェ ク ト

ま し き ラ ボ 設 置 場 所 公 開

ま し き ラ ボ イ メ ー ジ 図

ま し き ラ ボ ロ ゴ の 初 案 完 成

復 興 支 援 プ ロ ジ ェ ク ト

益 城 町 震 災 復 興 基 本 方 針 策 定

第 1 回 住 民 意 見 交 換 会

ま し き ラ ボ 用 地 再 検 討

ま し き ラ ボ 設 置 場 所 に 関 し て 会 議

ま し き ラ ボ 設 置 場 所 確 定

コ ン テ ナ 発 注

復 興 支 援 プ ロ ジ ェ ク ト 進 捗 報 告 会

グ レ イ ス 熊 本 大 学 訪 問

確 認 済 証

公 園 施 設 使 用 許 可

ま し き ラ ボ ロ ゴ 決 定

コ ン テ ナ 設 置

益 城 町 復 興 計 画 骨 子

ウ ッ ド デ ッ キ 設 置

プ レ オ ー プ ン イ ベ ン ト

プ レ オ ー プ ン イ ベ ン ト

検 査 済 証

開 所 式

開 所 式

オ ー プ ン ラ ボ 1 回 目

オ ー プ ン ラ ボ 2 回 目

オ ー プ ン ラ ボ 3 回 目

益 城 町 復 興 計 画 ( 案 )

オ ー プ ン ラ ボ 4 回 目

オ ー プ ン ラ ボ 5 回 目

オ ー プ ン ラ ボ 6 回 目

オ ー プ ン ラ ボ 7 回 目

オ ー プ ン ラ ボ 8 回 目

オ ー プ ン ラ ボ 9 回 目

益 城 町 復 興 計 画

オ ー プ ン ラ ボ 1 0 回 目

福 田 地 区 ま ち 歩 き

ク リ ス マ ス イ ベ ン ト

ま し き ラ ボ 第 1 回 運 営 会 議

オ ー プ ン ラ ボ 1 1 回 目

ま し き ラ ボ 第 2 回 運 営 会 議

オ ー プ ン ラ ボ 1 2 回 目

オ ー プ ン ラ ボ 1 3 回 目

ミ ニ 勉 強 会

オ ー プ ン ラ ボ 1 4 回 目

オ ー プ ン ラ ボ 1 5 回 目

ま し き ラ ボ 第 3 回 運 営 会 議

オ ー プ ン ラ ボ 1 6 回 目

オ ー プ ン ラ ボ 1 7 回 目

社 会 基 盤 設 計 発 表

オ ー プ ン ラ ボ 1 8 回 目

ミ ニ 勉 強 会

オ ー プ ン ラ ボ 1 9 回 目

ま し き ラ ボ 第 4 回 運 営 会 議

オ ー プ ン ラ ボ 2 0 回 目

オ ー プ ン ラ ボ 2 1 回 目

平 田 オ リ ザ さ ん と " か た る "

オ ー プ ン ラ ボ 2 2 回 目

ま し き ラ ボ 第 5 回 運 営 会 議

包 括 的 連 携 協 定 調 印 式

オ ー プ ン ラ ボ 2 3 回 目

震 災 か ら 一 年 み ん な で 考 え よ う 「 こ れ か ら の ま し き 」

オ ー プ ン ラ ボ 2 4 回 目

ま し き ラ ボ 第 6 回 運 営 会 議

オ ー プ ン ラ ボ 2 5 回 目

益 城 町 ジ ョ ギ ン グ フ ェ ア

オ ー プ ン ラ ボ 2 6 回 目

福 田 地 区 第 2 回 ま ち 歩 き

オ ー プ ン ラ ボ 2 7 回 目

熊 本 地 震 × 検 索 デ ー タ 　 支 援 防 災 に 活 か す に は ？

オ ー プ ン ラ ボ 2 8 回 目

オ ー プ ン ラ ボ 2 9 回 目

ま し き ラ ボ 第 7 回 運 営 会 議

オ ー プ ン ラ ボ 3 0 回 目

い き い き ラ イ フ セ ミ ナ ー

オ ー プ ン ラ ボ 3 1 回 目

ま し き の 梅 で 梅 仕 事 ～ 梅 シ ロ ッ プ と 梅 し ょ う ゆ を 作 ろ う ～

オ ー プ ン ラ ボ 3 2 回 目

オ ー プ ン ラ ボ 3 3 回 目

ま し き ラ ボ 第 8 回 運 営 会 議

オ ー プ ン ラ ボ 3 4 回 目

オ ー プ ン ラ ボ 3 5 回 目

オ ー プ ン ラ ボ 3 6 回 目

思 い 描 く " ヤ ネ " ～ み ん な で つ く る ラ ボ ワ ー ク シ ョ ッ プ ～

2
0
1
7

益 城 復 興 さ く ら 祭 り

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 4 名

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 5 名

ミ ニ 勉 強 会 ， 来 所 者 6 名

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 1 4 名

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 2 5 名

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 4 名

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 7 名

私 た ち の 益 城 町 復 興 プ ロ ジ ェ ク ト

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 4 0 名

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 3 0 名

卒 業 研 究 発 表 会 ， 来 所 者 7 名

サ ク ラ キ ャ ン パ ス ， サ ク ラ マ ル シ ェ な ど を 開 催

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 7 名

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 1 2 名

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 0 名

梅 シ ロ ッ プ と 梅 し ょ う ゆ を 作 る イ ベ ン ト を 実 施 ， 来 所 者 2 0 名

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 1 名

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 4 名

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 0 名

ま し き ラ ボ に か け る 屋 根 を つ く る イ ベ ン ト を 実 施

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 1 1 名

ま し き ラ ボ の 第 8 回 運 営 会 議
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1
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1

ま し き ラ ボ の 第 1 回 運 営 会 議

ま し き ラ ボ の 設 置 場 所 が 再 検 討 の 末 確 定

相 互 運 輸 ( 株 ) へ コ ン テ ナ を 発 注 す る

復 興 支 援 プ ロ ジ ェ ク ト の 進 捗 報 告 会 に て ま し き ラ ボ の 現 在 の 動 き を 学 長 ， 理 事 に 報 告 す る

熊 本 大 学 に グ レ イ ス が 挨 拶 を し に 来 た

復 興 支 援 プ ロ ジ ェ ク ト H P 内 に て ま し き ラ ボ の 設 置 場 所 が 公 開

田 中 智 之 准 教 授 が ま し き ラ ボ の 平 面 イ メ ー ジ と ス ケ ッ チ を 作 成

崇 城 大 学 の 飯 田 准 教 授 よ り ま し き ラ ボ の ロ ゴ の 初 案 が 上 が る

復 興 支 援 プ ロ ジ ェ ク ト 予 算 案 提 出

益 城 町 が 「 益 城 町 震 災 復 興 基 本 方 針 ～ 未 来 を 信 じ と も に 歩 も う 　 み ん な の 笑 顔 の 笑 顔 の た め に ～ 」 を 策 定

益 城 町 主 催 の 住 民 意 見 交 換 会 が 7 / 2 8 ～ 8 / 2 0 の 期 間 で 計 1 4 回 開 催 さ れ る

田 中 智 之 研 ： ペ ン キ 塗 り ， 円 山 研 ・ 星 野 研 ： 周 辺 の 草 刈 り

田 中 智 之 研 ： ペ ン キ 塗 り ， 星 野 研 ： 周 辺 の 草 刈 り

ま し き ラ ボ の 検 査 済 証 が 通 る

益 城 町 町 長 ， 熊 本 大 学 学 長 等 を 呼 び 開 所 式 を 実 施

羽 藤 教 授 が 益 城 町 に 訪 問

2
0
1
6

円 山 准 教 授 が 益 城 町 避 難 所 対 策 チ ー ム へ 呼 ば れ る

羽 藤 教 授 が 益 城 町 に 訪 問

ま し き ラ ボ 用 地 と し て 5 つ の 候 補 地 が 挙 が る

益 城 町 役 場 に 復 興 課 が 設 立 さ れ た

復 興 課 よ り 熊 本 大 学 へ ま し き ラ ボ 設 置 の 要 請 文 書 が 送 ら れ る

熊 本 大 学 が 復 興 支 援 プ ロ ジ ェ ク ト を H P に 公 開

ま し き ラ ボ 設 置 の 候 補 地 を 星 野 准 教 授 と 田 中 智 之 准 教 授 が 視 察 す る

羽 藤 教 授 が 益 城 町 に 訪 問

羽 藤 教 授 が ま し き ラ ボ に つ い て の 資 料 を 持 参
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羽 藤 教 授 益 城 訪 問

羽 藤 教 授 益 城 訪 問

4
6

1
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オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 2 名

ソ ラ シ ド エ ア と 共 同 で ク リ ス マ ス イ ベ ン ト を 開 催

福 田 地 区 に て ま ち 歩 き を 実 施

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 5 名

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 1 1 名

益 城 町 が 「 益 城 町 復 興 計 画 ( 案 )  ～ 未 来 を 信 じ と も に 歩 も う 　 み ん な の 笑 顔 の 笑 顔 の た め に ～ 」 を 策 定

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 6 名

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 1 3 名

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 5 名

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 5 名

ま し き ラ ボ の 第 2 回 運 営 会 議

ま し き ラ ボ の 第 3 回 運 営 会 議

ま し き ラ ボ の 第 4 回 運 営 会 議

羽 藤 教 授 が 益 城 町 に 訪 問

羽 藤 教 授 が ま し き ラ ボ に つ い て の 資 料 を 持 参

羽 藤 教 授 が 益 城 町 に 訪 問

ま し き ラ ボ の 用 地 候 補 の 再 検 討 が さ れ る

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 1 0 名

益 城 町 が 「 益 城 町 復 興 計 画  ～ 未 来 を 信 じ と も に 歩 も う 　 み ん な の 笑 顔 の 笑 顔 の た め に ～ 」 を 策 定

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 2 名

羽 藤 教 授 が 益 城 町 に 訪 問

益 城 町 町 長 ， 区 長 を 呼 び 開 所 式 を 実 施

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 5 名

ま し き ラ ボ の 確 認 済 証 が 通 る

公 園 施 設 使 用 許 可 が 益 城 町 よ り 下 り る

現 在 の ま し き ラ ボ の 位 置 に コ ン テ ナ が 置 か れ る

ま し き ラ ボ の ロ ゴ が 決 定 す る

益 城 町 が 「 益 城 町 復 興 計 画 骨 子 ～ 未 来 を 信 じ と も に 歩 も う 　 み ん な の 笑 顔 の 笑 顔 の た め に ～ 」 を 策 定

ウ ッ ド デ ッ キ の 設 置 が 完 了 す る

星 野 准 教 授 ， 都 市 計 画 課 長 ， 復 興 課 長 の 三 者 に よ り ま し き ラ ボ 設 置 場 所 に 関 し て 議 論 さ れ る

Y a h o o で 検 索 さ れ た 熊 本 地 震 ワ ー ド か ら 支 援 に 活 か す 方 法 を 探 る

平 田 オ リ ザ さ ん と “ か た る ” ～ 小 さ な マ チ の 新 し い 未 来 ～

羽 藤 教 授 が 益 城 町 に 訪 問

1 : 2 5 に 発 生

2 1 : 2 6 に 発 生

詳 細

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 7 名

オ ー プ ン ラ ボ ・ ミ ニ 勉 強 会 ， 来 所 者 2 0 名

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 1 0 名

初
動
期

設
立
期

運
営
期

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 7 名

ひ ろ や す 荘 が 開 催 し た 「 い き い き ラ イ フ セ ミ ナ ー 」 で 星 野 准 教 授 ， 椋 木 准 教 授 が 登 壇

ま し き ラ ボ の 第 6 回 運 営 会 議

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 1 7 名

ま し き ラ ボ の 第 5 回 運 営 会 議

益 城 町 と 熊 本 大 学 の 包 括 的 連 携 協 定 の 調 印 式

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 3 名

益 城 復 興 市 場 ・ 屋 台 村 で の ス テ ー ジ イ ベ ン ト と パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 1 名

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 5 名

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 7 名

益 城 町 ジ ョ ギ ン グ フ ェ ア に ボ ラ ン テ ィ ア と し て 参 加

福 田 地 区 に て ま ち 歩 き を 実 施

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 3 名

オ ー プ ン ラ ボ ， 来 所 者 4 名

ま し き ラ ボ の 第 7 回 運 営 会 議

表
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